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一　
「
事
定
ま
る
」
か
？

野
村
精
一
（
以
下
、
敬
称
略
）
逝
い
て
、
は
や
一
年
半
。
ひ
と
の

評
価
は
、
棺
を
蓋
い
て
事
定
ま
る
と
い
う
が
、
果
た
し
て
野
村
に
つ

い
て
は
い
か
が
か
。
こ
れ
は
私
見
で
は
あ
る
が
、
野
村
は
、
い
く
つ

も
の
著
書
・
編
著
書
を
有
し
、
研
究
史
な
ど
で
も
一
定
の
地
歩
を
占

め
な
が
ら
も
、
案
外
、
定
位
を
も
と
め
に
く
い
研
究
者
と
さ
れ
て
い

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

著
書
を
繙
け
ば
、ソ
シ
ュ
ー
ル（Ferdinand de Saussure

）、Ｒ
・

バ
ル
ト
（Roland Barthes

）
は
も
ち
ろ
ん
、
Ｐ
・
ギ
ロ
ー
（Pierre 

Guiraud

）、
Ｇ
・
バ
シ
ュ
ラ
ー
ル
（Gaston Bachelard

）、
Ｊ
・
Ｐ
・

リ
シ
ャ
ー
ル
（Jean-Pierre Richard

）
な
ど
の
名
が
ち
り
ば
め
ら

れ
、
一
方
で
旧
世
代
と
も
い
い
う
る
波
多
野
完
治
・
小
林
英
夫
・
寺

田
透
の
名
を
盛
り
込
ん
だ
『
源
氏
物
語
文
体
論
序
説
』
が
あ
る
か
と

思
え
ば
、
さ
ら
に
遡
っ
て
、
芳
賀
矢
一
ら
と
と
も
に
明
治
期
の
ア
カ

デ
ミ
ズ
ム
を
代
表
す
る
藤
岡
作
太
郎
の
評
伝
を
軸
と
し
た
『
日
本
文

学
研
究
史
論
』
が
あ
る
。
は
た
ま
た
、
中
世
末
の
厖
大
な
源
氏
物
語

注
釈
書
『
覚
勝
院
抄
』
の
影
印
・
解
説
が
あ
り
、
諸
家
を
結
集
し
て

の
『
源
氏
物
語
古
注
釈
の
世
界

―
写
本
か
ら
版
本
へ
』『
物
語
史

研
究
の
方
法
と
展
望
（
論
文
篇
）』
で
は
、
専
門
的
な
文
献
学
の
知

見
を
論
じ
て
み
せ
る
。
こ
れ
で
は
、
野
村
の
生
涯
を
通
し
て
の
仕
事

の
核
が
ど
こ
に
あ
る
か
見
え
に
く
い

―
い
や
、
見
え
な
い
、
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

管
見
の
及
ぶ
範
囲
で
野
村
の
編
著
書
を
一
覧
し
て
み
よ
う
。

『
大
鏡
』（
私
た
ち
の
日
本
の
古
典
文
学
８
、
さ
え
ら
書
房
、

源
氏
物
語
の
「
自
然
」
と
「
表
現
空
間
」

― 
野
村
精
一
の
仕
事
を
め
ぐ
っ
て 

―

横　

井　
　

孝
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一
九
五
八
年
刊
。ニ
ュ
ー
メ
ソ
ッ
ド
国
文
対
訳
シ
リ
ー
ズ
、

評
論
社
、
一
九
六
四
年
三
月
刊
）

『
源
氏
物
語
の
創
造
』（
桜
楓
社
、
一
九
六
九
年
九
月
、
増
訂
版

一
九
七
五
年
一
〇
月
刊
）

『
源
氏
物
語
文
体
論
序
説
』（
有
精
堂
選
書
、
有
精
堂
、

一
九
七
〇
年
、
新
装
版
一
九
八
八
年
一
一
月
刊
）

『
源
氏
物
語
入
門
』
野
村
精
一
・
伊
井
春
樹
・
小
山
利
彦
編 （
桜

楓
社
、
一
九
七
五
年
）

『
古
典
評
釈　

枕
草
子
』
阿
部
秋
生
・
野
村
精
一
（
古
典
評
釈

シ
リ
ー
ズ
３
、
右
文
書
院
、
一
九
七
八
年
八
月
刊
）

『
空
蝉
・
夕
顔
』（
影
印
校
注
古
典
叢
書
24
、
新
典
社
、

一
九
八
一
年
四
月
刊
）

『
孟
津
抄
（
上
／
中
／
下
）』
野
村
精
一
編
（
源
氏
物
語
古
注
集

成
４
～
６
、
桜
楓
社
、
一
九
八
〇
年
二
月
／
一
九
八
一
年

二
月
／
一
九
八
二
年
二
月
刊
）。

『
日
本
文
学
研
究
史
論
』（
笠
間
叢
書
178
、
笠
間
書
院
、

一
九
八
三
年
一
〇
月
刊
）

『
首
書
源
氏
物
語　

明
石
』（
和
泉
書
院
、一
九
八
五
年
四
月
刊
）

『
源
氏
物
語
聞
書
（
覚
勝
院
抄
）（
第
一
巻
～
第
一
〇
巻
）』
野

村
精
一
・
上
野
英
子
編
（
汲
古
書
院
、
一
九
八
九
年
一
〇

月
～
一
九
九
一
年
一
〇
月
刊
）

『
和
泉
式
部
日
記
・
和
泉
式
部
集
』（
新
潮
日
本
古
典
集
成
、
新

潮
社
、
一
九
八
一
年
二
月
刊
）

『
源
氏
物
語
古
注
釈
の
世
界

―
写
本
か
ら
版
本
へ
』
実
践
女

子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
編
（
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料

研
究
所
叢
書
１
、
汲
古
書
院
、
一
九
九
四
年
三
月
刊
）

『
物
語
史
研
究
の
方
法
と
展
望
（
論
文
篇
）』
実
践
女
子
大
学
文

芸
資
料
研
究
所
編
（
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
電

子
叢
書
Ⅰ
、
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
、

一
九
九
九
年
三
月
刊
）

『
源
氏
物
語
の
鑑
賞
と
基
礎
知
識　

№
43 

夢
浮
橋
』（
至
文
堂
、

二
〇
〇
五
年
一
一
月
刊
）

　

実
を
申
せ
ば
、
こ
の
よ
う
な
一
覧
を
確
認
す
る
の
も
、
正
確
を
期

す
る
に
は
ち
ょ
っ
と
厄
介
で
、
諸
方
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
利
用
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
野
村
が
実
践
女
子
大
学
を
定
年
退
職
し
た

の
は
二
〇
〇
〇
年
三
月
。
通
常
、
大
学
教
員
が
退
職
す
る
際
に
、
所

属
の
機
関
の
紀
要
等
に
記
念
号
が
編
ま
れ
、
略
歴
・
業
績
一
覧
が
掲

載
さ
れ
る
の
を
例
と
す
る
。
し
か
し
、
本
誌
『
実
践
国
文
学
』
第

五
七
号
は
「
野
村
精
一
教
授
退
職
記
念
号
」
と
銘
打
つ
も
の
の
、
通

例
の
略
歴
・
業
績
一
覧
を
欠
く
。
そ
の
代
わ
り
に
、

「
潮
廼
舎
見
在
書
目
録
年
表

―
一
九
九
〇
～
九
九
」

「「
源
氏
物
語
」
研
究
史
の
戦
後
（
五
）

―
日
本
古
典
学
の
た

め
に
」
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「
伝
明
融
筆
源
氏
物
語
の
筆
者
に
つ
い
て

―
続
「
出
展
書
の

見
ど
こ
ろ
」
拾
遺
」（
野
村
精
一
・
木
村
智
子
の
共
稿
）

の
三
本
の
論
文
を
掲
載
し
て
い
る
。
退
職
す
る
本
人
が
、
当
の
記
念

号
に
複
数
の
、
そ
れ
も
三
編
も
の
「
論
文
」
を
寄
せ
る
と
い
う
の
は

聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
お
そ
ら
く
、
当
時
の
雑
誌
の
編
集
担
当
は
、

通
例
ど
お
り
に
略
歴
等
の
執
筆
を
依
頼
し
た
は
ず
だ
が
、
野
村
の
謝

絶
と
「
代
わ
り
」
の
論
文
掲
載
の
要
請
と
に
従
っ
た
の
が
最
終
的
な

「
記
念
号
」
の
体
裁
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。
同
誌
の

編
集
後
記
に
「
記
念
号
と
し
て
は
簡
略
に
す
ぎ
た
き
ら
い
な
き
に
し

も
あ
ら
ず
か
も
し
れ
な
い
が
、…
…
先
生
の
ご
意
向
に
従
っ
た
も
の
」

と
い
う
一
文
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
。
定
年
退
職
の
大
学
教
員
の
、
こ

れ
も
通
例
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
「
最
終
講
義
」
も
断
っ
た
野
村
の
こ

と
で
あ
る
、
み
ず
か
ら
の
進
退
に
対
し
て
「
通
例
」
と
か
「
型
ど
お

り
」
を
よ
し
と
し
な
い
「
ご
意
向
」
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、

野
村
の
謦
咳
に
接
し
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
容
易
に
推
察
で
き
る
は
ず

だ
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
態
度
に
よ
る
と
ら
え
ど
こ
ろ
の
な
さ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

が
、

研
究
業
績
の
「
核
が
ど
こ
に
あ
る
か
見
え
に
く
い
」
と
一
般
に
思
わ

れ
て
い
る
こ
と
と
、
ど
こ
か
し
ら
で
結
び
つ
い
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ

と
も
、
ま
た
想
像
が
つ
き
や
す
い
。

本
稿
は
、
右
記
の
よ
う
な
次
第
で
、
い
ま
だ
事
定
ま
れ
る
状
況
と

は
い
い
に
く
い
野
村
精
一
の
仕
事
に
つ
い
て
、
ほ
ん
と
う
に
と
ら
え

ど
こ
ろ
が
な
い
の
か
、「
核
」
な
る
も
の
が
見
定
め
に
く
い
の
か
、

偏
頗
で
あ
り
浅
薄
で
は
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
稿
者
な
り
の
見
立
て
を

述
べ
て
み
た
い
。
た
し
か
に
『
源
氏
物
語
の
創
造
』
以
降
の
著
書
だ

け
で
は
鮮
明
な
像
を
結
び
に
く
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
仕
事
ぶ

り
を
一
部
な
り
と
も
見
直
す
な
ら
ば
、
野
村
が
営
々
と
し
て
築
き
あ

げ
よ
う
と
し
て
き
た
も
の
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
ま
た

そ
れ
が
「
戦
後
」
の
「
源
氏
物
語
研
究
史
」
に
ど
の
よ
う
な
位
置
を

占
め
る
の
か
、
そ
の
意
義
を
見
い
だ
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

二　
『
実
践
国
文
学
』
を
通
し
て

野
村
が
実
践
女
子
大
学
に
在
籍
し
た
の
は
一
九
八
六
年
四
月
か
ら

二
〇
〇
〇
年
三
月
ま
で
の
一
四
年
間
で
あ
っ
た
。
そ
の
間
、
外
部
か

ら
の
原
稿
依
頼
等
に
応
じ
る
一
方
で
、国
文
学
科
の
紀
要
で
あ
る『
実

践
国
文
学
』
に
は
ほ
ぼ
毎
号
の
よ
う
に
寄
稿
し
て
い
る
。

第
30
号
（
一
九
八
六
年
一
〇
月
）「
若
紫
攷
」

第
31
号
（
一
九
八
七
年
三
月
）「
歌
物
語
の
解
体
」

第
33
号
（
一
九
八
八
年
三
月
）「
更
級
日
記
の
文
体

―
続
・

日
記
文
学
史
の
な
か
の

0

0

0

源
氏
物
語
」

第
35
号
（
一
九
八
九
年
三
月
）「
伝
明
融
等
筆
源
氏
物
語
の
本

文
に
つ
い
て
㈠

―
付
・
別
本
集
成
版
空
蝉
巻
正
誤
」

第
36
号
（
一
九
八
九
年
一
〇
月
）「
伝
明
融
等
筆
源
氏
物
語
の

本
文
に
つ
い
て
㈡

―
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
と
し
て
の
ミ
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セ
ケ
チ
に
つ
い
て
、
な
ど
」

第
37
号
（
一
九
九
〇
年
三
月
）「
伝
明
融
等
筆
源
氏
物
語
の
本

文
に
つ
い
て
㈢

―
本
文
史
の
動
態
の
再
現
は
可
能

か
」

第
38
号
（
一
九
九
〇
年
一
〇
月
）「
伝
明
融
等
筆
源
氏
物
語
の

本
文
に
つ
い
て
㈣

―
「
別
冊　

年
報
」
版
翻
刻
凡

例
拾
遺
」

第
39
号
（
一
九
九
一
年
三
月
）「“
歌
語
”
の
思
想
史

―
文
学

史
論

0

0

の
試
み
」

第
40
号
（
一
九
九
一
年
一
〇
月
）「
伝
明
融
等
筆
源
氏
物
語
の

本
文
に
つ
い
て
㈤

―
“
青
表
紙
以
前
”
へ
の
展
望
」

第
41
号
（
一
九
九
二
年
三
月
）「
架
蔵
源
氏
物
語
夕
顔
巻
に
つ

い
て

―
『
源
氏
物
語
聞
書　

覚
勝
院
抄
』
解
説
拾

遺
㈠
」

第
42
号
（
一
九
九
二
年
一
〇
月
）「
源
氏
物
語
古
注
釈
の
成
立

過
程

―
付
、
新
資
料
・
架
蔵
高
倉
永
慶
筆
「
中
院

殿
源
氏
講
釈
聞
書
」
草
稿
影
印
」

第
44
号
（
一
九
九
三
年
一
〇
月
）「
源
氏
物
語
の
色
彩

―
紫

の
ゆ
か
り
を
め
ぐ
っ
て
」（
野
村
精
一
・
大
野
孝
子

の
共
稿
）

第
45
号
（
一
九
九
四
年
三
月
） 「
夕
顔
攷

―
史
的
展
望
の
な

か
で
」（
野
村
精
一
・
鈴
木
純
香
・
小
林
桜
の
共
稿
）

第
46
号
（
一
九
九
四
年
一
〇
月
）「
総
角
攷

―
宇
治
十
帖
の

人
間
像
㈡
」（
野
村
精
一
・
伊
賀
千
恵
の
共
稿
）

第
47
号
（
一
九
九
五
年
三
月
） 「
源
氏
物
語
と
「
母
性
」

―

花
散
里
攷
」（
野
村
精
一
・
林
久
美
子
の
共
稿
）

第
48
号
（
一
九
九
五
年
一
〇
月
）「
明
石
攷

―
源
氏
物
語
作

中
歌
論
㈢
」（
野
村
精
一
・
迎
清
美
の
共
稿
）

第
49
号
（
一
九
九
六
年
三
月
） 「「
源
氏
物
語
」
研
究
史
の
戦
後

（
一
）

―
作
中
人
物
論
を
め
ぐ
っ
て
」

第
50
号（
一
九
九
六
年
一
〇
月
）「「
戦
後
国
文
学
」略
年
表（
一
）

―
一
九
四
五
～
七
九
」

第
51
号
（
一
九
九
七
年
三
月
） 「『
源
氏
物
語
』
の
夏
」（
野
村

精
一
・
荒
木
真
由
美
の
共
稿
）

第
52
号（
一
九
九
七
年
一
〇
月
）「「
戦
後
国
文
学
」略
年
表（
二
）

―
一
九
八
〇
～
八
九
」

第
53
号
（
一
九
九
八
年
三
月
） 「「
源
氏
物
語
」
研
究
史
の
戦
後

（
二
）

―
コ
ン
セ
プ
ト
と
タ
ー
ム
を
め
ぐ
っ
て
」

第
54
号
（
一
九
九
八
年
一
〇
月
）「「
源
氏
物
語
」
研
究
史
の
戦

後
（
三
）

―
本
文
を
商
品
化
す
る
と
い
う
こ
と
」

第
55
号
（
一
九
九
九
年
三
月
）「「
近
代
国
文
学
」
略
年
表

―

一
八
七
七
～
一
九
四
四
」

第
56
号
（
一
九
九
九
年
一
〇
月
）「「
源
氏
物
語
」
研
究
史
の
戦

後
（
四
）

―
阿
部
博
士
と
「
実
践
の
源
氏
学
」」
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新
田
大
作
（
30
号
）・
山
岸
徳
平
（
32
号
）
追
悼
の
随
想
以
外
は
、

前
掲
第
57
号
の
三
本
を
含
め
て
二
七
本
の
論
文
を
投
稿
し
て
お
り
、

初
期
を
の
ぞ
い
て
『
源
氏
物
語
』
を
論
ず
る
も
の
で
ほ
ぼ
一
貫
し
て

い
る
が
、
右
の
一
覧
に
よ
れ
ば
、
お
の
ず
と
幾
つ
か
の
傾
向
に
カ
テ

ゴ
ラ
イ
ズ
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

そ
の
一
は
、
実
践
女
子
大
学
に
着
任
し
て
間
も
な
く
執
筆
し
た
30

号
「
若
紫
攷
」
を
は
じ
め
と
す
る
、
巻
名
ま
た
は
人
物
名
を
冠
し
た

一
群
。
卒
業
生
と
の
共
稿
が
目
立
つ
分
野
で
あ
る
。

そ
の
二
は
、
41
号
ほ
か
の
、『
源
氏
物
語
文
体
論
序
説
』『
源
氏
物

語
聞
書　

覚
勝
院
抄
』『
源
氏
物
語
古
注
釈
の
世
界
』
な
ど
公
刊
し

た
著
述
の
内
容
を
側
面
か
ら
補
強
す
る
一
群
。『
実
践
国
文
学
』
の

ほ
か
に
も
『
実
践
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
』
に
も
一
部
掲
載
し
て
い

る
が
、
い
ま
は
省
略
し
て
お
き
た
い
。

そ
の
三
は
、
戦
後
の
研
究
史
を
中
心
と
す
る
一
群
。「
略
年
表
」

の
シ
リ
ー
ズ
は
、
平
安
時
代
文
学
に
限
ら
ず
、
各
年
次
に
刊
行
さ
れ

た
著
書
・
論
文
の
の
ち
、
そ
の
間
に
惹
起
し
た
諸
事
件
の
概
略
を
挙

げ
、
そ
の
年
の
間
に
物
故
し
た
諸
家
の
名
を
列
記
す
る
、
ま
さ
し
く

題
目
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容（

１
）。
し
か
し
、「
年
表
」
と
称
し
て
い
る
も

の
の
、55
号
「「
近
代
国
文
学
」
略
年
表
」
は
「
ま
え
が
き
」
冒
頭
に
、

あ
え
て
「
本
稿
（
本
表
で
は
な
い
）」
と
特
記
す
る
し
、
50
号
「「
戦

後
国
文
学
」
略
年
表
（
一
）」
で
は
、

こ
こ
に
は
、
網
羅
的
か
つ
客
観
的
な
資
料
を
提
供
し
よ
う
と
す

る
意
図
は
毛
頭
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
点
に
お
け
る

感
興
と
そ
れ
へ
の
記
憶
に
基
づ
く
時
間
の
再
構
成
に
こ
そ
、
そ

の
主
題
が
あ
る
と
了
解
さ
れ
た
い
。 

（
四
五
頁
）

と
い
う
。
俗
に
い
え
ば
、
野
村
の
目
に
か
な
っ
た
、
あ
る
い
は
、
よ

く
も
あ
し
く
も
当
時
の
研
究
の
動
向
を
形
成
す
る
と
野
村
が
認
知
し

た
書
目
・
事
項
が
並
記
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。

「
網
羅
的
」
な
資
料
で
は
な
く
、
野
村
精
一
の
意
図
的
な
選
択
が
あ

れ
ば
こ
そ
、「
本
稿
（
本
表
で
は
な
い
）」（
カ
ッ
コ
内
は
野
村
）
と

称
し
て
い
る
、
そ
の
「
意
図
的
な
選
択
」
に
つ
い
て
は
、
読
者
が
各

自
読
み
取
れ
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。
謎
解
き
め
い
て
い
さ

さ
か
迂
遠
で
あ
り
、
少
し
く
不
親
切
で
は
あ
る
が
。

と
も
あ
れ
、
以
上
の
一
覧
を
見
れ
ば
、
こ
の
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

の
な
か
で
、
特
に
意
識
的
に
連
載
し
て
い
る
の
が
、
本
学
山
岸
文
庫

所
蔵
の
い
わ
ゆ
る
明
融
本

―
野
村
称
す
る
と
こ
ろ
の
「
伝
明
融
等

筆
源
氏
物
語
」
に
つ
い
て
で
あ
り
、
ま
た
定
年
退
職
の
直
前
ま
で
書

き
継
い
で
い
た
「「
源
氏
物
語
」
研
究
史
の
戦
後
」
と
い
う
こ
と
に

な
ろ
う
。

野
村
は
、
前
任
校
・
山
梨
大
学
か
ら
実
践
女
子
大
学
に
転
じ
た
の

が
一
九
八
六
年
。
そ
の
翌
々
年
に
は
文
芸
資
料
研
究
所
の
所
長
に
就

任
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
に
定
年
退
職
す
る
ま
で
同
職
に
あ
っ
た
。
そ
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の
間
、
山
岸
・
常
磐
松
・
黒
川
な
ど
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
調
査
、
文

献
資
料
の
電
子
化
、「
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
叢
書
」
等

の
出
版
、
外
部
機
関
と
の
共
同
研
究
な
ど
を
手
が
け
る
一
方
、
膨
大

な
中
世
末
の
『
源
氏
物
語
』
注
釈
書
で
あ
る
『
覚
勝
院
抄
』
の
影
印

公
刊
、本
学
の
『
狭
衣
物
語
』
の
本
文
デ
ー
タ
の
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
、『
源

氏
物
語
』
注
釈
史
の
研
究
書
を
ま
と
め
た
り
、
と
い
っ
た
具
合
に
、

研
究
所
の
名
を
高
か
ら
し
め
る
努
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。

野
村
を
知
る
知
人
か
ら
、
揶
揄
か
皮
肉
か
を
交
え
る
よ
う
な
口
調

で
よ
く
聞
か
さ
れ
る
野
村
評
が
あ
る
。

―
「
野
村
さ
ん
が
文
献
に

つ
い
て
し
き
り
と
言
及
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
（
あ
る
い
は
「
扱

う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
」）、
実
践
（
女
子
大
学
）
に
移
っ
て
か
ら
な

ん
だ
よ
ね
」

―
と
。

野
村
の
業
績
と
し
て
『
源
氏
物
語
文
体
論
序
説
』
が
あ
ま
り
に
印

象
深
い
の
か
、
そ
こ
で
ソ
シ
ュ
ー
ル
か
ら
バ
シ
ュ
ラ
ー
ル
、
リ

シ
ャ
ー
ル
の
名
を
鏤
め
て
い
た
り
、
六
条
院
の
結
構
を
論
ず
る
の
に

エ
リ
ア
ー
デ
（M

ircea Eliade

）
、
Ａ
・
ラ
ブ
ジ
ョ
イ
（A

rthur 
O

ncken L
ovejoy

）
、
Ｅ
・
フ
ロ
ム
（E

rich Seligm
ann 

F
rom

m

）
を
引
い
て
い
た（
２
）人

間
が
、
こ
と
さ
ら
「
目
下
の
と
こ

ろ
、
せ
い
ぜ
い
定
家
校
訂
本
の
源
氏
物
語
（
悪
く
す
れ
ば
故
池
田
博

士
校
訂
本
）
を
も
っ
て
、
平
安
期
の
そ
れ
と
み
な
し
て
、
せ
っ
せ
と

源
氏
物
語
論
や
紫
式
部
論
を
生
産
し
て
い
る
そ
の
現
実
」
と
い
い
、

「
真
の
源
氏
物
語
研
究
と
は
、
こ
の
本
文
研
究
を
必
然
的
に
伴
う
も

の
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
他
者
に
依
存
し
て
、
ど
こ
か
に
本
文

（
善
本
）
提
供
者
が
い
る
と
い
う
か
の
幻
想
の
持
主
た
ち
の
研
究

が
、
真
の
源
氏
物
語
研
究
な
ど
に
な
り
よ
う
は
ず
が
な
い（

３
）」

な
ど
と

い
う
の
に
対
し
て
は
、
に
わ
か
な
宗
旨
替
え
を
感
じ
る
の
で
あ
ろ
う

か
。特

に
明
融
本
を
め
ぐ
る
連
載
の
第
一
回
と
な
る
35
号
「
伝
明
融
等

筆
源
氏
物
語
の
本
文
に
つ
い
て
㈠

―
付
・
別
本
集
成
版
空
蝉
巻
正

誤
」
は
、
副
題
に
あ
る
よ
う
に
、
伊
井
春
樹
・
伊
藤
鉃
也
・
小
林
茂

美
編
『
源
氏
物
語
別
本
集
成
』
第
一
巻
に
「
青
表
紙
本
」
の
底
本
と

し
て
山
岸
文
庫
蔵
明
融
本
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
一
篇

で
、
当
該
書
の
明
融
本
本
文
が
実
態
と
か
け
離
れ
す
ぎ
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
の
、
痛
烈
な
異
議
申
し
立
て
で
あ
っ
た
。
こ
の
一
篇
の
も

た
ら
し
た
影
響
は
大
き
か
っ
た
。『
別
本
集
成
』
第
一
巻
は
版
元
の

回
収
騒
ぎ
に
発
展
し
、「
青
表
紙
本
」
の
底
本
を
大
島
本
に
変
更
し

て
再
版
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

稿
者
・
横
井
が
文
芸
資
料
研
究
所
に
出
入
り
す
る
よ
う
に
な
る（
横

井
の
本
学
着
任
は
二
〇
〇
〇
年
四
月
だ
が
、
そ
れ
よ
り
一
〇
年
ほ
ど

前
か
ら
非
常
勤
と
し
て
研
究
所
の
出
入
り
を
許
さ
れ
て
い
た
）
以
前

か
ら
、
研
究
所
の
一
貫
し
た
仕
事
と
し
て
、
山
岸
文
庫
本
な
ど
の
書

誌
調
査
が
あ
っ
た
。
苛
烈
な
結
果
に
終
わ
っ
た
明
融
本
に
つ
い
て
の

発
言
も
、
研
究
所
の
ル
ー
チ
ン
・
ワ
ー
ク
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ

り
、『
別
本
集
成
』
の
一
件
を
含
め
た
発
言
は
、
い
わ
ば
研
究
所
所

0

0

0

0
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長
と
し
て

0

0

0

0

当
然
の
仕
事
で
あ
っ
た
、
と
い
う
べ
き
か
。

ま
た
、
某
氏
の
「
野
村
さ
ん
が
文
献
に
つ
い
て
し
き
り
と
言
及
す

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
（
あ
る
い
は
「
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
」）、

実
践
に
移
っ
て
か
ら
」
と
い
う
揶
揄
め
い
た
発
言
に
つ
い
て
も
、
必

ず
し
も
身
内
贔
屓
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
私
見
と
は
や
や
異
な
る

思
い
が
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、節
を
か
え
て
見
解
を
述
べ
た
い
。

三　
『
源
氏
物
語
の
表
現
空
間
』
―
幻
の
出
版
計
画
か
ら

野
村
が
実
践
女
子
大
学
を
退
職
す
る
数
年
前
、
文
芸
資
料
研
究
所

編
と
銘
打
っ
た
『
源
氏
物
語
古
注
釈
の
世
界
』『
物
語
史
研
究
の
方

法
と
展
望
』
な
ど
の
論
集
を
手
が
け
た
り
、『
覚
勝
院
抄
』
影
印

一
〇
巻
一
一
冊
の
刊
行
な
ど
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
は
い
る
も
の

の
、
一
向
に
個
人
の
論
集
を
編
む
よ
う
す
を
見
せ
な
い
。
そ
れ
に
対

し
て
、
ま
こ
と
に
余
計
な
こ
と
と
は
承
知
し
て
は
い
た
が
、
稿
者
が

出
版
を
要
請
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
当
時
、某
出
版
社
か
ら「
源

氏
物
語
研
究
叢
書
」
全
一
〇
巻
の
シ
リ
ー
ズ
を
世
に
出
す
計
画
を
進

め
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
す
で
に
稿
者
・
横
井
の
『
円
環
と
し
て
の

源
氏
物
語
』
を
前
座
と
し
て
、
藤
本
勝
義
・
久
下
裕
利
・
稲
賀
敬
二

の
各
氏
の
著
述
が
、
ま
ず
視
野
に
入
っ
て
い
た
。
そ
の
第
五
冊
と
し

て
名
を
列
ね
て
頂
き
た
い
と
打
診
し
た
の
で
あ
る
。

山
梨
大
学
に
在
籍
し
て
い
た
時
代
に
野
村
が
取
り
組
ん
で
い
た
の

は
、
一
に
藤
岡
作
太
郎
（
東
圃
、
一
八
七
〇
～
一
九
一
〇
）
の
評
伝
、

そ
し
て
二
に
「
源
氏
物
語
の
表
現
空
間
」
あ
る
い
は
同
様
な
類
題
す

る
連
作
で
あ
り
、
前
者
は
山
梨
大
時
代
の
一
九
八
三
年
に
『
日
本
文

学
研
究
史
論
』
と
な
っ
て
一
応
の
結
実
を
み
た
。
後
者
は
、
こ
れ
こ

そ
が『
源
氏
物
語
文
体
論
序
説
』以
降
に
野
村
が
掘
削
し
て
い
た
、『
序

説
』
の
発
展
形
と
見
な
せ
る
と
こ
ろ
の
鉱
脈
で
あ
っ
た
。
稿
者
が
手

も
と
に
ま
と
め
て
い
た
関
連
論
考
は
、
以
下
の
ご
と
き
ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
で
あ
っ
た
。

①　
「
源
氏
物
語
の
表
現
空
間
㈠
」（『
日
本
文
学
』
第
二
三
巻

一
〇
号
、
一
九
七
四
年
一
〇
月
）

②　
「
草
子
地
の
語
法
に
つ
い
て

―
源
氏
物
語
の
表
現
空
間
㈡
」

（
源
氏
物
語
探
究
会
編
『
源
氏
物
語
の
探
究
・
第
三
輯
』
風
間

書
房
、
一
九
七
七
年
一
一
月
刊
、
所
収
）

③　
「
異
文
と
異
訓

―
源
氏
物
語
の
表
現
空
間
㈢
」（
紫
式
部
学

会
編
『
源
氏
物
語
と
そ
の
影
響　

研
究
と
資
料

―
古
代
文
学

論
叢
・
第
六
輯
』
武
蔵
野
書
院
、
一
九
七
八
年
三
月
刊
、
所
収
）

④　
「
古
今
集
の
時
間
表
現

―
源
氏
物
語
の
表
現
空
間
㈣
」（『
日

本
文
学
』
第
二
六
巻
一
一
号
、
一
九
七
七
年
一
一
月
）

⑤　
「
作
品
の
終
局
と
言
語
の
終
末

―
源
氏
物
語
の
表
現
空
間

㈤
」（
中
古
文
学
研
究
会
編
『
論
集
中
古
文
学
１　

源
氏
物
語

の
表
現
と
構
造
』
笠
間
書
院
、
一
九
七
九
年
五
月
刊
、
所
収
）
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⑥　
「
源
氏
物
語
の
和
歌
」（
學
燈
社
『
国
文
学
』
第
一
七
巻
一
〇

号
、
一
九
七
二
年
一
二
月
）

⑦　
「
源
氏
物
語
と0

和
歌
」（『
国
語
と
国
文
学
』
第
五
八
巻
六
号
、

一
九
八
一
年
六
月
）

⑧　
「
源
氏
物
語
の0

和
歌

―
続
・
訓
み
0

0

の
表
現
空
間
」（『
文
学
』

第
五
一
巻
四
号
、
一
九
八
三
年
四
月
）

⑨　
「
虚
構
、
ま
た
は
方
法
に
つ
い
て

―
散
文
空
間
論
へ
の
途
」

（『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
第
四
四
巻
二
号
、一
九
七
九
年
二
月
）

⑩　
「
訓
み

0

0

の
表
現
空
間

―
源
氏
物
語
に
お
け
る
準
拠
と
来
歴
」

（
山
中
裕
編
『
平
安
時
代
の
歴
史
と
文
学　

文
学
編
』
吉
川
弘

文
館
、
一
九
八
一
年
一
一
月
刊
、
所
収
）

⑪　
「『
孟
津
抄
』
の
形
成

―
本
文
史
論

0

0

0

0

へ
の
序
章
」（『
孟
津
抄　

下
巻
』
源
氏
物
語
古
注
集
成
６
、
桜
楓
社
、
一
九
八
二
年
二
月

刊
、
所
収
）

⑫　
「
紫
式
部
日
記
の“
時
間
”序
説

―「
秋
の
け
は
ひ
入
立
ま
ゝ

に
」
攷
」（
南
波
浩
編
『
王
朝
物
語
と
そ
の
周
辺
』
笠
間
書
院
、

一
九
八
二
年
九
月
刊
、
所
収
）

⑬　
「
時
間
の
言
語
・
時
間
の
表
現

―
日
記
文
学
史
の
な
か
の

源
氏
物
語
」（
有
精
堂
編
集
部
『
日
本
の
文
学
・
第
二
集
』
有

精
堂
、
一
九
八
八
年
一
月
刊
）

⑭　
「
更
級
日
記
の
文
体

―
続
・
日
記
文
学
史
の
な
か
の

0

0

0

源
氏

物
語
」（
前
掲
『
実
践
国
文
学
』
一
九
八
八
年
三
月
）

　

こ
れ
に
後
に
ふ
れ
る
「
自
然
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
綴
ら
れ
た

幾
篇
か
の
論
考
を
組
み
合
わ
せ
る
と
、
自
然
に
体
系
の
で
き
あ
が
っ

た
大
冊
が
仕
上
が
る
は
ず
だ
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
書
名
と
し
て
予

想
さ
れ
る
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
『
源
氏
物
語
の
表
現
空
間
』。

し
か
し
、野
村
の
答
え
は
「
否
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、

返
答
が
あ
っ
た
は
ず
だ
が
、
不
思
議
と
稿
者
の
記
憶
に
な
い
。「
時

期
的
に
こ
の
内
容
で
は
ど
う
か
」「
個
人
の
著
書
は
、
今
は
考
え
て

い
な
い
」
と
い
う
意
味
の
こ
と
ば
も
あ
っ
た
が
、
要
す
る
に
ひ
と
つ

の
明
確
な
意
志

0

0

0

0

0

と
し
て
、
論
文
集
は
出
版
し
な
い
、
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
と
稿
者
は
理
解
し
て
い
る
。野
村
ほ
ど
の
研
究
者
で
あ
れ
ば
、

さ
ま
ざ
ま
な
出
版
社
か
ら
の
慫
慂
が
あ
っ
た
は
ず
で
は
あ
る
が
、
本

稿
冒
頭
の
著
作
リ
ス
ト
を
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
一
目
瞭
然
で
、
つ
い

に
論
文
集
を
上
梓
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

し
か
ら
ば
、「
源
氏
物
語
の
表
現
空
間
」
な
る
問
題
意
識
は
著
者

本
人
に
よ
っ
て
放
置
さ
れ
た
体
で
は
あ
る
が
、
棄
て
ら
れ
て
顧
み
ら

れ
る
必
要
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
。

そ
も
そ
も
、
物
語
や
小
説
の
言
語
・
表
現
が
仮
象
と
し
て
の
空
間

性
を
も
つ
こ
と
は
、
読
者
に
は
実
感
が
あ
り
、
違
和
感
や
異
論
の
余

地
は
あ
ま
り
な
さ
そ
う
に
思
え
る
の
だ
が
、
そ
れ
を
学
術
的
に
説
明

す
る
こ
と
は
、
さ
ほ
ど
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
ら
し
い
。
連
作
の
出

発
点
で
あ
る
①
の
冒
頭
、
野
村
は
こ
う
論
じ
て
い
る
。
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ま
ず
、「
い
づ
れ
の
御
時
に
か
…
…
」
と
語
り
出
さ
れ
た
と
き
、

否
、
か
く
作
者
が
書
き
出
し
た
と
き
、
そ
れ
は
た
と
え
ば
十
世

紀
初
頭
九
〇
一
年
よ
り
同
二
三
年
に
及
ぶ
あ
の
延
喜
醍
醐
朝
と

い
う
“
時
刻
”
を
そ
こ
に
指
定
し
た
、と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
か
？　

い
な
む
し
ろ
そ
れ
は
、
延
喜
聖
代
と
も
よ
ば
れ
た
。
光
栄
に
満

ち
た
あ
る
世
界
空
間

0

0

0

0

が
、
す
な
わ
ち
作
者
の
、
そ
し
て
ま
た
読

者
の
い
ま

0

0

日
常
的
に
存
ら
し
め
ら
れ
て
い
る
具
体
的
な
現
実
空

間
と
は
全
く
異
質
の
“
表
現
空
間
”
と
し
て
、
そ
こ
に
置
か
れ

た
、と
い
う
に
等
し
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
延
喜
聖
代
と
は
、

こ
こ
に
お
け
る
作
者

―
お
よ
び
読
者

―
に
と
っ
て
、
単
な

る
時
代
で
あ
る
よ
り
は
、
よ
り
こ
と
ば

0

0

0

に
よ
っ
て
創
り
出
さ
れ

た
世
界

―
し
か
も
一
つ
の
政
治
的
な

―
だ
っ
た
ろ
う
。
す

な
わ
ち
、こ
と

0

0

ば0

に
よ
っ
て
か
き
拓
か
れ
た
“
空
間
”
な
の
だ
、

と
い
い
か
え
る
こ
と
も
で
き
る（

４
）。

　

こ
れ
は
、『
源
氏
物
語
』
桐
壺
の
巻
頭
に
お
け
る
「
表
現
空
間
」

を
説
明
し
た
論
述
で
あ
り
、「
空
間
」
や
「
表
現
空
間
」
の
定
義
を

述
べ
た
も
の
で
は
な
い
。
だ
か
ら
だ
ろ
う
か
、
一
九
八
〇
年
代
以
降

の
記
号
論
、
テ
ク
ス
ト
論
な
ど
を
歴
覧
し
た
二
一
世
紀
現
在
の
目
で

み
る
と
、
こ
れ
ほ
ど
面
倒
な
論
じ
か
た
に
は
、
む
し
ろ
窮
屈
さ
を
感

じ
る
。
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
屈
折
に
満
ち
た
表
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
、
と
。
さ
ら
に
、
野
村
は
、「
説
明
」
の
筆
を
次
の
よ
う
に

続
け
る
。

冒
頭
文
の
空
間
性
と
は
、
作
者
が
外
界
に
向
っ
て
投
企
し
た
自

己
の
存
在
の
ひ
ろ
が
り

0

0

0

0

で
あ
っ
て
、
作
者
と
読
者
と
の
関
係
を

定
量
的
に
示
す
概
念
な
の
だ
、
と
い
い
か
え
る
こ
と
も
で
き
る

か
も
し
れ
な
い
。
こ
と
ほ
ど
さ
よ
う
に
、
書
き
出
し

0

0

0

0

と
は
文
体

論
的
に
重
要
な
と
こ
ろ

0

0

0

な
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
の
用
語
で
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
段
階
で
の
野
村
の
意
識

は
、
い
ま
だ
『
源
氏
物
語
文
体
論
序
説
』（
一
九
七
〇
年
刊
）
の
延

長
線
上
に
あ
る
、
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。「
投
企
」
な
ど
と
い
う
、

記
号
論
は
な
や
か
な
り
し
頃
の
語
法
が
な
つ
か
し
い
。

当
該
稿
に
は
、
や
や
長
め
の
「
付
記
」
が
二
つ
あ
り
、
後
者
に
は
、

〈
空
間
〉と
い
う
こ
と
か
ら
、た
と
え
ば
モ
オ
リ
ス
・
ブ
ラ
ン
シ
ョ

や
粟
津
則
雄
氏
よ
り
も
、夏
目
漱
石
『
文
学
論
』、石
田
穣
二
「
源

氏
物
語
に
お
け
る
聴
覚
的
印
象
」、根
来
司「
源
氏
物
語
的
空
間
」

の
如
き
が
連
想
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
因
み
に
“
空
間
短

縮
法
”
と
は
漱
石
の
用
語
を
、
か
り
用
い
た
も
の
で
あ
る
。
な

お
、
漱
石
に
つ
い
て
は
、
三
浦
つ
と
む
「
夏
目
漱
石
に
お
け
る

『
ア
イ
ヴ
ァ
ン
ホ
ー
』
の
分
析
」
が
関
連
す
る
視
点
を
提
供
し

て
い
る
。 

（
①
、
一
〇
八
頁
）
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と
記
さ
れ
て
い
る
。『
文
体
論
序
説
』
に
あ
っ
た
衒
学
趣
味

0

0

0

0

―
と

い
う
と
野
村
に
は
不
快
だ
ろ
う
が

―
が
こ
ち
ら
に
も
継
承
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
ご
愛
敬
と
申
す
べ
き
か
。
た
だ
、
こ
の
引
例
の
指
し
示

す
と
こ
ろ
を
参
照
す
る
と
、
野
村
の
目
指
し
た
「
空
間
」
が
ど
の
よ

う
な
も
の
か
、
む
し
ろ
こ
ち
ら
の
方
が
わ
か
り
や
す
い
は
ず
だ
。
と

は
い
え
、
連
作
に
関
し
て
そ
の
後
の
展
開
を
見
て
ゆ
く
な
ら
ば
、「
付

記
一
」
の
方
こ
そ
重
要
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
稿
は
、
も
と
こ
れ
次
の
如
き
各
節
よ
り
成
れ
る
も
の
。
い
ま

ゆ
え
あ
っ
て
、
一
、二
の
両
節
の
み
抄
録
す
る
に
と
ど
め
る
も

の
で
あ
る
。

一
、
発
語
す
る
空
間

二
、
空
間
と
そ
の
意
識

三
、
源
氏
物
語
の
“
空
間
短
縮
法
”
㈠

―
「
も
の
」
空
間

と
「
な
り
け
り
」
空
間

四
、
同
前
㈡

―
辞
の
空
間

五
、
夢
想
・
夢
告
の
空
間

六
、
空
間
的
人
間

―
女
三
宮
・
夕
霧

七
、
擬
＝
聖
空
間
の
解
体

―
幻
巻
の
文
体

　

②
「
草
子
地
の
語
法
に
つ
い
て

―
源
氏
物
語
の
表
現
空
間
㈡
」

は
、
右
の
①
稿
の
三
年
後
に
発
表
さ
れ
た
。
草
子
地
の
に
「
語
り
」

の
語
法
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
は
諸
家
に
論
が
あ
る
が
、
野
村
は
、
特

に
「
な
り
け
り
」
の
か
た
ち
に
時
枝
文
法
に
い
う
「
辞
」
の
ご
と
き

を
見
出
し
、「“
辞
”
ま
た
は
“
辞
的
な
る
も
の
”
が
、
こ
と
ば
に
お

け
る
“
空
間
的
な
る
も
の
”
を
創
り
出
す
」
と
い
う
。
説
く
と
こ
ろ

は
、
は
な
は
だ
思
弁
的
で
あ
る
。
か
つ
、
は
な
は
だ
雄
弁
で
も
あ
る

が
、
そ
れ
が
は
た
し
て
説
得
的
か
ど
う
か
は
、
ま
た
別
の
次
元
に
属

す
る
の
で
、
本
稿
で
は
そ
の
判
断
は
措
い
て
お
く
。

こ
こ
で
問
題
に
し
た
い
の
は
、
先
の
①
稿
に
関
連
し
て
、
こ
ち
ら

の
②
稿
に
も
連
繋
す
る
「
付
記
」
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

本
稿
は
、本
来
「
源
氏
物
語
の
表
現
空
間
」
と
題
し
た
論
文
の
、

第
三
・
四
節
を
礎
稿
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
…
…
そ

の
後
続
稿
発
表
の
機
を
失
い
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
が
、
こ

こ
に
最
近
の
諸
家
の
動
向
を
踏
ま
え
て
大
幅
に
改
稿
し
た
の

が
、
本
稿
で
あ
る
。
…
…
こ
の
あ
と
、
五
、六
、七
各
節
を
有
し

て
い
た
が
、
い
ま
か
よ
う
に
改
稿
し
た
以
上
そ
れ
ら
も
大
幅
に

手
を
加
え
ざ
る
を
え
な
い
の
で
、
あ
え
て
そ
れ
ら
に
ふ
れ
る
こ

と
は
避
け
て
お
く
。
…
… 

（
②
、
一
一
三
～
一
一
四
頁
）

　

①
稿
付
記
に
あ
る
「
一
」
～
「
二
」
は
そ
の
ま
ま
①
稿
に
、「
三
」

～
「
四
」
は
「
大
幅
に
改
稿
」
さ
れ
な
が
ら
も
②
稿
に
吸
収
さ
れ
た

由
。
と
こ
ろ
が
「
五
」
～
「
七
」
は
②
稿
に
連
動
し
て
「
大
幅
に
手
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を
加
え
ざ
る
を
え
な
い
」
と
し
つ
つ
、
引
用
を
省
略
し
た
部
分
に
③

稿
「
異
文
と
異
訓

―
源
氏
物
語
の
表
現
空
間
㈢
」
の
予
告
を
し
て

い
る
。
そ
の
③
稿
の
「
付
記
」
と
照
合
し
て
み
よ
う
。

本
稿
は
も
と
「
源
氏
物
語
の
表
現
空
間
」
と
題
し
て
、
主
と
し

て
第
二
部
の
そ
れ
を
論
ず
る
こ
と
を
目
途
し
た
も
の
、
そ
の
調

査
報
告
部
分
が
肥
大
化
し
た
の
で
、
題
を
改
め
、
そ
れ
を
副
題

と
し
て
前
稿
に
結
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
…
…
殊
に
一
部
に
阿
部

秋
生
博
士
の
御
調
査
に
か
か
る
資
料
を
借
用
し
た
と
こ
ろ
が
あ

る
が
、
未
刊
の
も
の
で
あ
る
た
め
、
注
し
え
な
か
っ
た
。
総
じ

て
各
作
品
の
諸
伝
本
に
詳
し
い
向
き
の
垂
教
を
切
望
す
る
も
の

で
あ
る
。 
（
③
、
四
三
頁
）

　

引
用
の
一
行
目
、「
主
と
し
て
第
二
部
の
そ
れ
を
論
ず
る
こ
と
を

目
途
し
た
」
と
い
う
の
は
、
①
②
稿
に
は
見
ら
れ
ぬ
言
辞
で
は
あ
っ

た
が
、①
稿
が
『
源
氏
』
第
二
部
の
特
集
に
寄
せ
た
稿
で
あ
る
こ
と
、

付
記
の
「
一
」
～
「
七
」
の
要
目
、
特
に
後
半
の
そ
れ
を
見
れ
ば
明

ら
か
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
前
の
①
②
と
重
複
す
る
ご
と

く
で
は
あ
る
が
、
読
み
過
ご
し
が
で
き
な
い
の
が
「
調
査
報
告
部
分

が
肥
大
化
し
た
」
と
い
う
と
こ
ろ
と
「
阿
部
秋
生
博
士
の
御
調
査
に

か
か
る
資
料
を
借
用
し
た
」
と
い
う
箇
所
で
あ
る
。
前
記
の
よ
う
に

③
稿
が
公
刊
さ
れ
た
の
は
一
九
七
八
年
。
そ
の
当
時
阿
部
秋
生
が
調

査
し
て
い
た
と
い
え
ば
、
小
学
館
・
日
本
古
典
文
学
全
集
『
源
氏
物

語
』の
本
文
校
訂
の
作
業
が
ま
っ
さ
き
に
想
起
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

③
稿
が
前
二
稿
と
異
な
る
の
は
、
こ
こ
で
議
論
の
素
材
に
な
っ
て

い
る
「
か
へ
し
」「
か
へ
り
」
の
表
記
の
問
題
で
あ
り
、『
源
氏
』
諸

本
の
詳
細
な
校
異
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

御
返・

御
返
り　

肖
幽

・
御
か
へ
し　

三
穂
明
湖
首

・
御
か
へ
り　
（
宮
尾
）

・
御
返
事　
〔
飯
〕

・
御
返
し　
〔
麦
阿
〕 

（
③
、
三
二
～
三
三
頁
）

の
類
で
あ
る
。
河
内
本
の
略
号
を
（　

）、
別
本
を
〔　

〕
で
あ
ら

わ
す
方
法
は
、
阿
部
秋
生
以
来
の
な
ら
い
あ
る
表
記
で
あ
り
、
ま
た

こ
こ
に
校
異
を
示
さ
れ
た
諸
本
は
、「
幽
」
＝
幽
斎
本
、「
三
」
＝
日

大
蔵
三
条
西
家
本
、「
穂
」
＝
穂
久
邇
文
庫
本
、「
明
」
＝
明
融
本
、「
湖
」

＝
湖
月
抄
、「
首
」
＝
首
書
源
氏
な
ど
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
『
源
氏

物
語
大
成
』
校
異
篇
で
は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
本
で
あ
り
、
か
つ
阿

部
が
本
文
に
つ
い
て
言
及
す
る
際
に
、
よ
く
引
い
て
い
る
諸
本
で
あ

り
、
略
号
も
阿
部
の
そ
れ
と
同
じ
ゅ
う
す
る（

５
）。

付
記
に
い
う
「
阿
部

秋
生
博
士
の
御
調
査
に
か
か
る
資
料
」
と
は
こ
れ
を
指
す
も
の
だ
ろ
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う
。さ

ら
に
、
付
記
の
末
尾
、「
各
作
品
の
諸
伝
本
に
詳
し
い
向
き
の

垂
教
を
切
望
す
る
」
と
い
う
の
も
、『
源
氏
』
諸
本
に
比
肩
し
う
る
、

各
作
品
の
詳
細
な
校
異
を
求
め
て
の
要
請
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
②

稿
の
九
九
～
一
〇
〇
頁
で
平
安
時
代
の
文
学
作
品
と
比
較
し
た
表
が

作
品
名
の
み
の
デ
ー
タ
で
あ
っ
た
の
が
、③
稿
一
一
～
一
三
頁
で
は
、

「
備
考
」
欄
を
も
う
け
、
デ
ー
タ
算
出
の
典
拠
、
底
本
を
神
経
質
に

掲
示
し
て
い
る
。『
源
氏
』
本
文
を
め
ぐ
る
校
異
を
挙
げ
る
以
上
、

他
作
品
も
同
一
水
準
で
調
査
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
、
付
記
末
尾

の
「
各
作
品
の
諸
伝
本
に
詳
し
い
向
き
の
垂
教
を
切
望
す
る
」
の
一

文
に
な
る
の
で
あ
る
。

①
②
稿
か
ら
③
稿
へ
は
「
表
現
空
間
」
開
明
に
向
け
て
の
一
貫
し

た
意
志
が
あ
る
も
の
の
、
そ
の
間
に
は
本
文
の
扱
い
を
め
ぐ
っ
て
、

ひ
と
つ
の
画
期
（epoch

）
が
到
来
し
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

⑤
稿
「
作
品
の
終
局
と
言
語
の
終
末

―
源
氏
物
語
の
表
現
構
造

（
五
）」
で
は
、
夢
の
浮
橋
掉
尾
の
一
文
「
我
御
心
の
お
も
ひ
よ
ら
ぬ

く
ま
な
く
お
と
し
を
き
た
ま
へ
り
し
な
ら
ひ
に
と
そ
（
本
に
は
へ
め

る
）」
の
表
現
空
間
を
論
ず
る
た
め
に
、
各
巻
末
の
本
文
に
対
し
て
、

積
極
的
に
徹
底
し
た
校
異
を
掲
げ
て
い
る
。
⑤
稿
は
、
③
稿
と
の
間

に
一
年
ほ
ど
し
か
間
隙
が
な
い
し
、
①
稿
の
付
記
に
あ
っ
た
、
末
尾

の
「
七
」
が
「
擬
＝
聖
空
間
の
解
体

―
幻
巻
の
文
体
」
で
綴
じ
ら

れ
る
の
に
対
し
て
、
こ
こ
で
は
「
作
品
の
終
局
」
＝
夢
の
浮
橋
巻
末

に
た
ど
り
着
い
て
い
る
。
①
稿
の
当
初
案
は
、
②
稿
の
「
大
幅
に
手

を
加
え
ざ
る
を
え
な
い
」、③
稿
の「
調
査
報
告
部
分
が
肥
大
化
し
た
」

た
め
に
「
題
を
改
め
、
そ
れ
を
副
題
と
し
て
前
稿
に
結
ん
だ
」
な
ど

の
言
辞
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
、
大
き
な
変
更
が
あ
っ
た
と
見
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
現
に
、
④
稿
「
古
今
集
の
時
間
表
現

―
源
氏
物
語
の

表
現
空
間
㈣
」
稿
末
の
付
記
に
は
、

本
稿
は
も
と
「
古
今
集
歌
の
時
間
・
空
間
」
と
し
て
書
き
出
さ

れ
た
が
、
い
ま
編
集
部
依
頼
の
原
題
に
復
し
、
と
共
に
副
題
を

付
し
た
。
…
…
本
稿
は
、
右
の
「
源
氏
物
語
の
表
現
空
間
」
の

続
稿
の
形
を
と
る
が
、
こ
れ
は
右
の
第
一
稿
以
後
続
稿
発
表
の

機
を
失
い
放
置
さ
れ
て
あ
っ
た
も
の
で
、
そ
の
後
の
研
究
史
の

時
間
の
推
移
に
よ
り
、
続
稿
を
解
体
し
て
、
そ
の
第
三
・
四
節

を「
草
子
地
の
語
法
に
つ
い
て

―
源
氏
物
語
の
表
現
空
間
㈡
」

（『
源
氏
物
語
の
探
究　

第
三
輯
』
所
収
予
定
）
と
し
、
ま
た
別

に
稿
を
起
こ
し
た
「
異
文
と
異
訓

―
源
氏
物
語
の
表
現
空
間

㈢
」（『
源
氏
物
語
と
そ
の
影
響
』
所
収
予
定
）
を
そ
の
第
三
稿

と
し
た
も
の
に
次
い
で
、
こ
こ
に
前
稿
の
第
五
・
六
節
を
一
部

礎
稿
と
し
て
、
本
稿
を
草
し
た
も
の
で
あ
る
。
依
て
右
の
副
題

を
付
し
た
。
な
お
数
序
は
、
執
筆
順
に
よ
っ
た
も
の
で
、
必
ず

し
も
発
表
順
と
は
な
ら
な
い
。
了
と
さ
れ
た
い
。 

（
三
一
頁
）
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と
あ
り
、「
続
稿
を
解
体
し
て
」
と
い
う
表
現
が
見
ら
れ
る
し
、
④

の
礎
稿
と
な
っ
た
の
も
、
旧
「
第
五
・
六
節
」
で
あ
り
、
つ
い
に
は

幻
の
巻
を
論
ず
る
は
ず
で
あ
っ
た
「
七
」
は
陽
の
目
を
見
る
こ
と
な

く
、
⑤
稿
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

③
稿
を
掲
載
す
る
論
集
が
刊
行
さ
れ
た
の
が
一
九
七
八
年
。
一
方

で
藤
岡
作
太
郎
の
評
伝
を
手
が
け
て
い
た
山
梨
大
学
時
代
で
あ
る
。

と
す
れ
ば
、
さ
き
に
挙
げ
た
、
某
氏
の
「
野
村
さ
ん
が
文
献
に
つ
い

て
し
き
り
と
言
及
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
（
あ
る
い
は
「
あ
つ
か

う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
」）、実
践
に
移
っ
て
か
ら
」
と
い
う
発
言
は
、

実
は
や
や
的
外
れ
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
に
な
る
の
か
も
し
れ
な

い
。

四　
「
自
然
」
と
「
空
間
」
と

野
村
が
「
源
氏
物
語
の
表
現
空
間
」
の
連
作
に
取
り
組
ん
で
い
る

時
期
、ほ
ぼ
並
行
し
て（
あ
る
い
は「
や
や
先
行
し
て
」）関
心
を
も
っ

て
い
た
の
が
「
自
然
」
と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
。

「
表
現
空
間
」
の
論
と
明
確
に
弁
別
す
る
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
不

可
能
だ
ろ
う
。
野
村
自
身
が
「“
空
間
”
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
“
時

間
”
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
“
自
然
”」（
Ⓑ
、
一
七
七
頁
）
な
の
だ
、

と
い
う
。「
表
現
空
間
」の
論
と
し
て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
た
な
か
に
も
、

た
と
え
ば
⑥
稿
「
源
氏
物
語
の
和
歌
」
に
も
、「
人
間
の
“
世
界
”

を
え
が
く
も
の
が
散
文
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
う
た
は
正
し
く
人
間
の

“
内
面
空
間
”
を
、“
自
然
”
を
表
出
す
る
も
の
で
あ
る
」（
⑥
、

七
九
頁
）
と
い
う
。
と
は
い
え
、
①
～
⑭
と
同
じ
も
の
を
一
覧
に
供

す
る
の
も
意
味
が
な
い
。特
に
論
題
な
ど
で
分
類
し
う
る
も
の
の
み
、

次
に
あ
げ
て
お
こ
う
。

Ⓐ　
「
紫
式
部
と
そ
の“
自
然
”―
和
泉
式
部
批
評
を
め
ぐ
っ
て
」

（『
日
本
文
学
』
第
二
一
巻
一
〇
号
、
一
九
七
二
年
一
〇
月
）

Ⓑ　
「
光
源
氏
と
そ
の
“
自
然
”

―
六
条
院
構
想
を
め
ぐ
っ
て
」

（
前
掲
、
注
（
２
）
参
照
。
一
九
七
四
年
刊
、
所
収
）

Ⓒ　
「「
身
」
と
「
心
」
と
の
相
克

―
劈
か
れ
た
る
存
在
に
つ
い

て
」（
學
燈
社
『
国
文
学
』
第
二
三
巻
九
号
、一
九
七
八
年
七
月
）

Ⓓ　
「
六
条
院
の
季
節
的
時
空
の
も
つ
意
味
は
何
か
」（
學
燈
社『
国

文
学
』
第
二
五
巻
六
号
、
一
九
八
〇
年
五
月
）

Ⓔ　
「
六
条
院
の
四
季
の
町
」（『
講
座　

源
氏
物
語
の
世
界
・
第

五
集
』
有
斐
閣
、）

Ⓕ　
「“
自
然
”
と
し
て
の
地
名
―
『
源
氏
物
語
』
の
ば
あ
い
」（『
源

氏
物
語　

地
名
と
方
法
』
桜
楓
社
、
一
九
九
〇
年
一
〇
月
刊
、

所
収
）

　

野
村
の
い
わ
ゆ
る
「
自
然
」
と
は
何
か
。
Ⓑ
稿
が
も
っ
と
も
体
系

的
に
論
じ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
Ａ
５
判
五
二
字
一
八
行
の
体
裁
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で
五
〇
頁
を
超
え
る
長
編
論
文

―
単
純
計
算
で
も
四
〇
〇
字
詰
め

原
稿
用
紙
一
三
〇
枚
超

―
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
実
体
を
捕
捉
す

る
の
は
案
外
容
易
で
は
な
い
。「『
自
然
』
と
い
う
一
語
彙
に
集
約
し

な
い
“
自
然
”」「
と
も
あ
れ
抽
象
的
な
“
自
然
”
が
あ
っ
た
…
…
あ

る
い
は
む
し
ろ
、
個
別
的
な
自
然

0

0

現
象
に
そ
の
名
辞
は
と
ど
め
て
、

よ
り
高
級
な
“
自
然
”
を
観
念
し
な
か
っ
た
」「
青
表
紙
本
文
…
…

が
一
見
“
自
然
”
を
描
い
た
か
に
見
え
る
の
は
、実
は
、書
き
手
（
＝

語
り
手
）
の
こ
と
ば
の
側
に
、“
自
然
”
が
即
自
的
に
存
在
し
て
い

る
こ
と
を
示
し
、
す
な
わ
ち
列
挙
さ
れ
た
諸
自
然
は

―
そ
の
限
り

で
枕
草
子
類
纂
部
分
と
質
的
に
変
り
は
な
い

―
、
正
し
く
自
然
に

0

0

0

『
た
ち
は
な
れ
に
く
き
』
人
物
の
心
情
に
収
斂
し
て
い
る
の
だ
」（
以

上
Ⓑ
、一
五
四
～
一
五
六
頁
）
と
い
う
叙
述
が
あ
ふ
れ
て
い
る
の
だ
。

思
え
ば
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
、
バ
ル
ト
や
リ
シ
ャ
ー
ル
等
々
を
ち
り
ば

め
た
『
源
氏
物
語
文
体
論
序
説
』
が
上
梓
さ
れ
た
の
ち
、
Ⓑ
稿
が
書

か
れ
る
ま
で
ま
だ
二
年
（
稿
末
に
成
稿
の
日
付
「
一
九
七
二
年
八
月

十
九
日
」
と
あ
る
）。
該
稿
に
も
エ
リ
ア
ー
デ
、
Ｅ
・
フ
ロ
ム
な
ど

の
名
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
思
弁
的
な
記
述
と
い
う
点
で
系
脈

の
繋
が
り
を
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
し
、
キ
ー
ワ
ー
ド
を
中
心
と
し

て
き
わ
め
て
雄
弁
な
言
述
と
い
う
点
で
も
基
本
的
な
立
場
は
一
貫
し

て
い
る
と
い
え
よ
う
。

か
つ
て
、
清
水
好
子
が
『
…
…
文
体
論
序
説
』
の
書
評
を
し
た
こ

と
が
あ
っ
た
。『
源
氏
物
語
』
研
究
の
立
場
で
の
文
体
論
に
つ
い
て

は
先
駆
者
で
あ
っ
た
清
水
は
、
そ
の
困
難
さ
を
熟
知
し
て
お
り
、「
至

難
の
わ
ざ
」
と
い
う
。

野
村
氏
も
学
問
的
作
業
の
表
現
に
あ
た
っ
て
、
ユ
ニ
ー
ク
な
工

夫
を
凝
ら
し
て
お
ら
れ
る
。
文
体
に
つ
い
て
論
ず
る
の
で
あ
る

か
ら
、「
文
体
」と
い
う
語
彙
や
概
念
は
と
つ
て
お
き
の
も
の
で
、

な
る
だ
け
出
し
惜
し
み
を
し
て
、
大
切
な
急
所
で
一
回
か
二
回

使
つ
て
利
か
せ
る
と
い
う
手
段
が
普
通
考
え
つ
か
れ
や
す
い

が
、
野
村
氏
は
逆
で
ゆ
か
れ
た
。
著
書
の
き
わ
め
て
早
い
部
分

か
ら
「
三
島
作
品
の
文
体
性
」（
三
二
頁
）「
荒
々
し
い
文
体
」

（
三
五
頁
）
と
い
う
ふ
う
に
惜
し
み
な
く
使
わ
れ
る
。
す
る
と
、

本
来
“
生
き
も
の
”
の
ひ
ら
め
き
を
示
す
捉
え
が
た
い
概
念
の

標
し
で
あ
つ
た
も
の
が
、
自
明
の
も
の
の
よ
う
な
姿
を
と
る
。

そ
れ
は
章
が
進
に
つ
れ
て
い
よ
い
よ
自
在
に
な
り
、
や
が
て
随

所
に
前
記
の
「
文
体
性
」
の
ほ
か
に
、「
文
体
的

0

0

0

」（
七
〇
頁
、

傍
点
原
文
）「
文
体
以
前
」（
一
五
七
頁
）「
文
体
構
造
」（
一
八
七

頁
）「
文
体
状
況
」（
二
〇
七
頁
）「
文
体
感
覚
」（
二
二
三
頁
）「
文

体
世
界
」（
二
三
八
頁
）
…
…
と
い
う
ふ
う
に
使
用
さ
れ
、
そ

の
場
そ
の
場
の
前
後
の
文
脈
か
ら
、
著
者
が
ど
う
い
う
内
容
を

ま
で
含
め
て
、
文
体
と
い
う
概
念
を
言
お
う
と
し
て
い
ら
れ
る

か
を
暗
示
し
て
い
る
。
従
来
か
ら
の
論
証
記
述
の
方
法
で
は
、

一
見
「
科
学
的
」
な
よ
う
で
も
、
カ
ナ
ヅ
チ
で
宝
も
の
を
う
ち
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砕
い
て
し
ま
う
に
ひ
と
し
い
と
野
村
氏
は
勘
づ
か
れ
て
、
ま
つ

た
く
逆
に
「
文
体
」
と
い
う
袋
の
な
か
に
全
部
入
れ
こ
む
と
い

う
方
法
を
採
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う（

６
）。

　

ま
こ
と
に
識
者
は
識
者
を
知
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
野
村
は

よ
き
読
者
を
得
た
と
い
う
べ
き
だ
が
、わ
れ
わ
れ
後
進
に
と
っ
て
も
、

こ
の
書
の
読
み
方
の
指
針
を
与
え
て
く
れ
た
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ

う
。『
文
体
論
序
説
』か
ら
二
年
後
の
Ⓐ
Ⓑ
稿「
…
…
と
そ
の“
自
然
”」

も
ま
た
、
清
水
の
読
解
方
法
に
拠
る
べ
き
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

物
語
的
散
文

―
そ
れ
が
歌
物
語
た
る
と
作
り
物
語
た
る
と
を

問
わ
ず

―
の
世
界
に
於
て
“
自
然
”
は
、
諸
自
然
0

0

を
表
象
す

る
こ
と
ば
た
ち
に
個
別
化
さ
れ
、
せ
い
ぜ
い
そ
の
組
み
合
わ
せ

の
中
で
、
言
語
空
間
を
構
成
す
る
に
止
ま
っ
た
。
い
わ
ば
実
在

す
る
そ
れ
ら
を
、
現
実
世
界
一
般
か
ら
引
き
抜
い
て
、
こ
の
言

語
空
間
に
移
植
し
た
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
出
現
し
た
自
然
は
、

“
自
然
”
そ
れ
自
体
で
あ
る
よ
り
は

―
す
な
わ
ち
“
意
識
”

と
対
比
さ
れ
る
“
自
然
”
で
あ
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
〈
虚
構
さ

れ
た
自
然
〉（「
春
は
曙
！
攷

―
枕
草
子
の
文
体
」〔『
源
氏
物

語
文
体
論
序
説
』
所
収
〕）、
意
識
さ
れ
た
自
然
で
あ
っ
た
、
と

見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
大
略
枕
草
子
と
い
う
作
品
が

持
っ
た
“
自
然
”
に
、
相
応
し
て
来
る
の
だ
。

 

（
Ⓑ
、
一
六
〇
～
一
六
一
頁
）

わ
が
六
条
院
構
想
は
、
光
源
氏
と
い
う
主
人
公
に
、
即
自
的
に

所
属
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
が
問
題
な
の
だ
。
六
条
院
と
い

う
聖
な
る

0

0

0

“
空
間
”
も
そ
の
“
時
間
”
も
、
畢
竟
、
こ
の
光
源

氏
じ
し
ん
の
そ
れ
で
あ
る
、
と
い
う
と
き
、
い
わ
ば
こ
の
閉
じ

ら
れ
た
“
自
然
”
＝
“
時
間
”
も
ま
た
、
光
源
氏
と
と
も
に
拓

か
れ
た
地
平
を
も
つ
。
六
条
院
構
想
と
は
、
光
源
氏
な
る
人
物

構
想
の
、
空
間
的
一
帰
結
だ
っ
た
、
と
も
い
い
か
え
る
こ
と
が

で
き
る
。 

　
（
Ⓑ
、
一
八
一
頁
）

　
「
表
現
空
間
」
の
場
合
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
そ
れ
と
雁
行

す
る
「
自
然
」
も
ま
た
野
村
は
雄
弁
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
お

け
る
用
語
一
つ
一
つ
に
対
し
て
定
義
を
示
す
こ
と
は
し
な
い
。
カ
ッ

コ
な
し
、
ヒ
ゲ
カ
ッ
コ
つ
き
、
山
型
カ
ッ
コ
つ
き
、
な
ど
テ
ク
ニ
ッ

ク
や
レ
ト
リ
ッ
ク
を
尽
く
し
な
が
ら
、み
ず
か
ら
の
内
な
る
「
自
然
」

や
「
表
現
空
間
」
を
説
き
尽
く
そ
う
と
す
る
。

こ
こ
に
も
「
空
間
」「
時
間
」
の
語
が
駆
使
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

さ
き
の
一
連
の
「
表
現
空
間
」
論
と
こ
ち
ら
の
「
自
然
」
論
は
、
本

来
は
分
別
し
に
く
も
の
の
ご
と
く
で
あ
る
。
た
だ
し
、
右
に
見
て
き

た
よ
う
に
、
前
者
が
「
阿
部
秋
生
博
士
の
御
調
査
に
か
か
る
資
料
」
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を
得
る
と
い
う
ひ
と
つ
の
転
機
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
一
連
の
執
筆
活

動
に
画
期
が
も
た
ら
さ
れ
、当
初
案
が
解
体
さ
れ
て
い
っ
た
よ
う
に
、

後
者
も
前
者
の
な
か
に
吸
収
さ
れ
て
、
野
村
の
業
績
体
系
か
ら
消
え

て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

か
つ
て
の
某
氏
の
「
野
村
さ
ん
が
文
献
に
つ
い
て
し
き
り
と
言
及

す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
（
あ
る
い
は
「
あ
つ
か
う
よ
う
に
な
っ
た

の
は
」）、
実
践
に
移
っ
て
か
ら
」
と
い
う
発
言
は
、「
実
践
に
移
っ

て
か
ら
」
と
い
う
部
分
を
削
除
し
、
野
村
の
仕
事
の
性
質
に
変
転
が

あ
っ
た
と
い
う
事
実
確
認
の
意
味
で
あ
れ
ば
、
当
た
っ
て
い
な
く
も

な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

五　

幻
の
「
日
本
語
論
」
へ

『
源
氏
物
語
文
体
論
序
説
』（
有
精
堂
、
一
九
七
〇
年
刊
）
は
、
こ

う
し
た
学
術
書
に
は
珍
し
く
、「
新
装
版
」
と
銘
打
っ
て
再
版
が
出

さ
れ
た
。
一
九
八
八
年
一
一
月
、
実
践
女
子
大
学
に
転
じ
て
二
年
目

の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
に
は
既
に
桜
楓
社
（
後
に
「
お
う
ふ
う
」）

か
ら
源
氏
物
語
古
注
集
成
の
シ
リ
ー
ズ
『
孟
津
抄
』
三
冊
、
藤
岡
作

太
郎
の
評
伝
と
『
源
氏
』
古
注
釈
等
の
知
見
を
ま
と
め
た
『
日
本
文

学
研
究
史
論
』（
笠
間
書
院
、
一
九
八
三
年
一
〇
月
刊
）
を
刊
行
し

て
い
た
。
稿
者
が
野
村
の
知
遇
を
得
た
の
が
、
内
閣
文
庫
本
『
孟
津

抄
』
の
翻
刻
作
業
の
一
部
分
を
お
手
伝
い
し
た
こ
と
に
よ
る
。

こ
の
よ
う
な
年
紀
を
刻
ん
で
み
れ
ば
、
野
村
が
古
典
籍
に
関
わ
る

仕
事
を
公
表
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
、実
践
女
子
大
学
の
着
任
六
、

七
年
前
（
準
備
期
間
を
入
れ
れ
ば
、
さ
ら
に
も
う
少
し
以
前
）
か
ら

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
父
君
・
野
村
宗
朔
の
旧
蔵
書
を
保
持
し
続

け
て
い
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
古
典
籍
に
早
く
か
ら
野
村
が
馴
染
ん

で
い
た
こ
と
は
今
さ
ら
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
は
あ
っ
た
か
ら
、

某
氏
の
言
に
拘
泥
す
る
必
要
も
な
い
の
だ
が
、
あ
え
て
時
間
軸
に

拠
っ
て
立
つ
べ
き
と
こ
ろ
を
示
し
た
か
っ
た
に
他
な
ら
な
い
。

と
い
う
の
も
、交
誼
を
得
た
短
い
間
に
知
っ
た
か
ぎ
り
で
い
え
ば
、

野
村
の
内
面
は
案
外
剛
直
で
あ
り
、
語
弊
を
お
そ
れ
ず
い
え
ば
頑
固

で
も
あ
っ
た
か
ら
、
生
半
可
な
こ
と
で
宗
旨
替
え
を
し
た
と
は
思
え

な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
さ
き
の
「
表
現
空
間
」
論
の
な
か
に
包
摂

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
一
篇
、
⑬
「
時
間
の
言
語
・
時
間
の
表
現

―
日

記
文
学
史
の
な
か
の
源
氏
物
語
」（
一
九
八
八
年
一
月
刊
）
の
末
尾
、

第
六
節
に
こ
う
記
さ
れ
て
い
る
。

　

い
っ
た
い
本
稿
は
、
も
と
も
と
、「
源
氏
物
語
の
表
現
空
間
」

と
し
て
書
き
出
さ
れ
た
旧
稿
連
作
の
一
環
と
し
て
試
み
ら
れ
た

も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
遠
い
射
程
の
向
こ
う
に
は
、
日
本
語
論

じ
た
い
が
透
視
さ
れ
て
い
た
。
…
…

　

右
に
見
た
ご
と
き
源
氏
物
語
の
時
間
論
的
特
性
は
、
だ
が
、

必
ず
し
も
日
記
文
学
作
品
た
ち
の
そ
れ
か
ら
大
き
く
逸
脱
し
て
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は
行
く
ま
い
、
と
考
え
ら
れ
る
。
所
詮
日
本
語
の
文
学
と
し
て

の
そ
の
特
性
は
、
か
え
っ
て
、
源
氏
物
語
に
よ
っ
て
最
も
典
型

的
に
、
あ
る
い
は
象
徴
的
な
か
た
ち
で
高
め
ら
れ
て
い
る
、
と

さ
え
言
え
る
。
そ
れ
は
孤
立
語
の
表
意
文
字
の
無
時
間
性
を
克

服
し
て
、
か
な

―
就
中
ひ
ら
が
な
と
い
う
、
日
本
語
じ
た
い

に
即
し
た
表
記
法
を
え
て
獲
得
さ
れ
た
時
間
の
表
現
と
し
て
の

言
語
を
、
完
成
せ
し
め
て
行
く
過
程
の
帰
結
と
し
て
、
つ
ま
り

は
こ
う
し
た
史
的
様
相
を
、
一
つ
の
世
界
と
し
て
対
象
化
し
よ

う
と
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。
さ
よ
う
な
史
論
的
な
意
図
を
も
示

す
べ
く
、
こ
の
副
題
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
も
、
併
せ
付
記
し
て

お
く
。
な
お
、
言
語
過
程
説
の
含
む
“
時
間
”
と
“
言
語
”
の

問
題
、
更
に
は
日
本
語
じ
た
い
の
歴
史
性
に
つ
い
て
も
ふ
れ
る

こ
と
に
も
用
意
が
あ
っ
た
が
、
い
ま
す
べ
て
を
断
止
す
る
こ
と

に
従
う
。
と
も
あ
れ
、
源
氏
物
語
論
の
も
つ
、
あ
ら
ゆ
る
展
望

へ
の
可
能
性
に
向
っ
て
、
い
ま
視
界
を
開
い
て
お
く
要
が
あ
る

の
で
あ
る（

７
）。

　

こ
の
、
大
き
な
構
想
に
も
と
づ
く
「
日
本
語
論
」

―
右
の
引
用

に
従
っ
て
い
い
な
お
せ
ば
、『
源
氏
物
語
』
論
と
し
て
の
「
日
本
語
論
」

は
、
遂
に
は
、
そ
の
ま
ま
直
接
の
か
た
ち
で
は
実
現
し
な
か
っ
た
と

お
ぼ
し
い
。
た
だ
し
、
本
稿
第
二
節
で
示
し
た
『
実
践
国
文
学
』
の

一
覧
に
よ
れ
ば
、「
更
級
日
記
の
文
体

―
続
・
日
記
文
学
史
の
な0

か
の
0

0

源
氏
物
語
」（
33
号
）、「“
歌
語
”
の
思
想
史

―
文
学
史
論
0

0

の

試
み
」（
39
号
）、「
夕
顔
攷

―
史
的
展
望
の
な
か
で
」（
45
号
）
な

ど
が
見
え
て
お
り
、
そ
の
ほ
か
に
も
、

「
紫
式
部
と
大
弐
三
位

―
文
学
史
論
0

0

の
試
み
」（『
国
文
学
解

釈
と
鑑
賞
』
第
五
一
巻
一
一
号
、
一
九
八
六
年
一
一
月
）

な
ど
、「
文
学
史
論
」
で
は
な
く
「
史
論
」
の
方
に
力
点
が
お
か
れ

た
論
が
書
か
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
そ
れ
ら
は
⑬
稿
の
引
文
に
い

う
「
日
本
語
論
」
と
直
接
に
向
き
合
う
論
考
で
は
あ
る
ま
い
。
た
だ
、

こ
れ
ま
で
見
た
と
お
り
、
た
と
え
ば
①
の
旧
稿
が
解
体
、
再
利
用
さ

れ
る
過
程
で
④
稿
の
原
型
と
合
体
し
て
④
「
古
今
集
の
時
間
表
現

―
源
氏
物
語
の
表
現
空
間
㈣
」
が
産
み
落
と
さ
れ
た
よ
う
に
、
幻

の
「
日
本
語
論
」
が
解
体
さ
れ
て
ゆ
く
途
上
に
、「
史
論
」
の
か
た

ち
で
再
利
用
さ
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

い
ま
こ
こ
で
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
⑬
稿
末
尾
の
「
い
ま
す

べ
て
を
断
止
す
る
」
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。
片
言
隻
句
に
こ
だ
わ
る

の
は
原
著
者
の
意
思
に
反
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
で
あ
ろ
う
が
、「
断

止
」
と
は
苛
烈
な
語
で
あ
る
。
野
村
の
数
多
の
著
作
の
な
か
で
も
、

そ
う
そ
う
使
わ
れ
た
言
辞
で
は
あ
る
ま
い
。
い
わ
ば
、「
そ
の
遠
い

射
程
の
向
こ
う
」
に
あ
る
も
の
の
「
断
止
」、
見
果
て
ぬ
夢
の
断
念

で
は
な
か
っ
た
か
。
か
つ
て
、
稿
者
が
お
気
楽
に
「
源
氏
物
語
の
表

現
空
間
」
出
版
化
計
画
を
も
ら
し
た
時
の
野
村
の
「
否
」
は
、
こ
の

「
断
止
」
の
念
と
関
わ
り
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。
そ
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れ
と
同
時
に
、
一
連
の
「
表
現
空
間
」
論
が
書
か
れ
る
中
で
、
当
初

の
案
が
次
第
に
解
体
さ
れ
て
ゆ
く
過
程
で
野
村
が
見
出
し
た
も
の
は

何
だ
っ
た
の
か
。「
断
止
」
の
向
こ
う
側
に
あ
る
も
の
は
、
単
に
古

典
籍
に
ふ
れ
た
か
否
か
と
い
う
よ
う
な
単
純
な
も
の
で
は
な
か
ろ

う
。

注（
１
） 野
村
は
退
職
後
、
神
奈
川
県
藤
沢
市
の
別
業
を
「
潮
廼
舎
文
庫
」

と
し
、
定
年
後
の
拠
点
に
し
て
研
究
活
動
を
継
続
し
た
。
当
該
文

庫
か
ら
刊
行
し
た
『（
潮
廼
舎
文
庫
研
究
所
）
年
報
』
に
断
続
的

に
掲
載
し
た
「
潮
廼
舎
見
在
書
目
年
表　

続
」
が
、『
実
践
国
文
学
』

所
掲
の
「
略
年
表
」「
潮
廼
舎
見
在
書
目
録
年
表

―
一
九
九
〇

～
九
九
」
を
継
承
す
る
も
の
。

（
２
） 野
村
精
一
「
光
源
氏
と
そ
の
“
自
然
”
―
六
条
院
構
想
を
め
ぐ
っ

て
」（
阿
部
秋
生
編
『
源
氏
物
語
の
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
七
四
年
九
月
刊
、
所
収
）、
注
（
二
）（
三
）
参
照
。

（
３
） 野
村
精
一
「
本
文
研
究
の
近
未
来

―
系
統
論
だ
け
が
本
文
研
究

で
は
な
い
、
と
い
ふマ

マ

こ
と
」（『
日
本
古
典
文
学
会
会
報
』
№

一
二
二
、一
九
九
二
年
七
月
）。

（
４
） 野
村
「
源
氏
物
語
の
表
現
空
間
㈠
」（
前
掲
）
一
〇
〇
頁
。
以
下

の
引
用
も
一
〇
一
頁
に
よ
る
。

（
５
） た
と
え
ば
、阿
部
秋
生「
本
文
を
活
字
化
す
る
こ
と
」（『
日
本
文
学
』

二
二
巻
一
〇
号
、一
九
七
三
年
一
〇
月
）、玉
鬘
の
巻
七
四
九
頁（『
源

氏
物
語
大
成
』）
１
行
目
「
う
し
ろ
む
人
な
ど
も
…
…
」
の
部
分
、

⑴　

う
し
ろ
む
人
―
大
・
肖
・
明
・
幽
・
柏

⑵　

う
し
ろ
みむ

人
―
三

⑶　

う
し
ろ
み
人
―
横
・（
証
）

⑷　

う
し
ろ
み
ん
―
池
・〔
麦
・
阿
〕

⑸　

う
し
ろ
み
む
―
（
御
・
宮
・
平
・
鳳
・
尾
・
大
）

　
　

…
…
（
以
下
略
）
…
…                    （
三
頁
）

 

な
ど
と
表
記
し
て
い
る
。
阿
部
の
他
の
論
に
つ
い
て
は
、『
源
氏

物
語
の
本
文
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
六
年
六
月
刊
）
な
ど
を
参

照
さ
れ
た
い
。

（
６
） 清
水
好
子
「
書
評　

野
村
精
一
『
源
氏
物
語
文
体
論
序
説
』」（『
国

文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
第
三
五
巻
一
〇
号
、
一
九
七
〇
年
八
月
）、

二
〇
八
～
二
〇
九
頁
。

（
７
） 野
村
「
時
間
の
言
語
・
時
間
の
表
現

―
日
記
文
学
史
の
な
か
の

源
氏
物
語
」（
有
精
堂
編
集
部
『
日
本
の
文
学
・
第
二
集
』
有
精
堂
、

一
九
八
八
年
一
月
刊
）、
二
七
～
二
八
頁
。

（
よ
こ
い　

た
か
し
・
実
践
女
子
大
学
教
授
）


